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牧野 洋久（まきの・ひろひさ）
　大学の土木工学科(都市計画研究室)を卒
　業後、大手建設会社などを経て、現在は
　業界紙記者・ライター。３５歳

濱出 憲治（はまで・けんじ）氏
　都内地方自治体でまちづくり行政などに
  携わる。栄耀氏の子供向け読本『私達の
  都市計画の話』に感銘を受ける。６０歳
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～～　 栄耀氏・ 允氏と新宿歌舞伎町　 ～～

　新宿・歌舞伎町は、戦争で焼け野原となった後、
土地区画整理事業により基盤が整備され、日本を
代表する繁華街へと成長した。当時、地元から相
談を受けた栄耀氏は、中心に広場を設け芸能施設
を集積させる案を提示。その核となる施設が歌舞
伎劇場だったことから「歌舞伎町」と命名したが、
建築資材統制により歌舞伎劇場は実現しなかった。
　碁盤状ではなく、幅員を変えながら折り曲がっ
て広場に至る街路形成が特徴的だ。「盛り場は真
っ正面に見えない方が良い」という栄耀氏の理念
を允氏がくみ取り、こうした形状になったという。
　歌舞伎劇場の予定地は、その後、新宿コマ劇場
になるが、2008(平成20)年に閉館。新たなまちづ
くりが計画されている。

コマ劇場

西武新宿駅

広
場

現在の歌舞伎町広場
奥は閉館した新宿コマ劇場 渡邉 耕（わたなべ・こう）氏

　大手建設会社で開発プロジェクトなどを
　手がけてきた建築技術者。石川栄耀氏は
　祖父。允氏は伯父にあたる。４９歳

石川 允（いしかわ・まこと）氏
　石川栄耀氏のご長男。建設省・国土庁(現国土交通
　省)で、都市計画・建築行政などに携わる。国土庁
　審議官、長岡技術科学大学副学長などを歴任。
　現在は同大名誉教授。８７歳
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栄耀氏の横顔。
『余談亭らくがき』(都市美技術家協会)より

親子ともに受章した勲章。右が栄耀氏、左が允氏
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【編集後記】

　都市に情熱を持ち、優秀な上に、

お茶目で少々おっちょこちょい。

そんな栄耀氏のお姿を目に浮かべ

ました。「あなた方と会ったら、

おやじは喜んだでしょうね」とい

うお言葉にも感激です。厚かまし

いお願いにもかかわらず、お時間

をいただき、石川様、渡邉様、あ

りがとうございました。     （牧）

文・構成／牧野洋久

写真／渡邉耕、牧野洋久

発行日／2010年12月21日

この冊子は、えいよう会ホームペ

ージからダウンロードできます。

http://eiyoukai.la.coocan.jp/
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